
(57)【要約】

　　【課題】　部品コストと組立工数の低減を図ること

が可能なエアバッグ装置を提供すること。

　【解決手段】　本発明に係るエアバッグ装置は、車両

内の乗員を拘束するエアバッグ装置において、膨張・展

開することによって乗員を拘束する袋状のエアバッグと

；前記エアバッグを膨張させる膨張ガスを発生する構造

であり、円盤状に成形され、外周側面に複数のガス噴出

口を有するインフレータと；前記インフレータの外周か

らフランジ状に延びる連結部材と；前記エアバッグを膨

張展開可能な状態で収容するエアバッグケースとを備え

ている。そして、前記エアバッグケースの開放された下

縁部には、前記連結部材に対向する屈曲部が一体成形さ

れる。また、前記エアバッグの裾端部が折り曲げられた

状態で、前記連結部材と前記エアバッグケースの屈曲部

との間に挟み込まれて固定される。

　【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 内 の 乗 員 を 拘 束 す る エ ア バ ッ グ 装 置 に お い て 、
　 膨 張 ・ 展 開 す る こ と に よ っ て 乗 員 を 拘 束 す る 袋 状 の エ ア バ ッ グ と ；
　 前 記 エ ア バ ッ グ を 膨 張 さ せ る 膨 張 ガ ス を 発 生 す る 構 造 で あ り 、 円 盤 状 に 成 形 さ れ 、 外 周
側 面 に 複 数 の ガ ス 噴 出 口 を 有 す る イ ン フ レ ー タ と ；
　 前 記 イ ン フ レ ー タ の 外 周 か ら フ ラ ン ジ 状 に 延 び る 連 結 部 材 と ；
　 前 記 エ ア バ ッ グ を 膨 張 展 開 可 能 な 状 態 で 収 容 す る エ ア バ ッ グ ケ ー ス と を 備 え 、
　 前 記 エ ア バ ッ グ ケ ー ス の 開 放 さ れ た 下 縁 部 に は 、 前 記 連 結 部 材 に 対 向 す る 屈 曲 部 が 一 体
成 形 さ れ 、
　 前 記 エ ア バ ッ グ の 裾 端 部 が 折 り 曲 げ ら れ た 状 態 で 、 前 記 連 結 部 材 と 前 記 エ ア バ ッ グ ケ ー
ス の 屈 曲 部 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る エ ア バ ッ グ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 前 記 ガ ス 噴 出 口 は 、 前 記 エ ア バ ッ グ ま で の 距 離 が 所 定 の 範 囲 内 の 位 置 に は 形 成 さ れ
な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の エ ア バ ッ グ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 部 材 の 前 記 イ ン フ レ ー タ 側 に は 、 当 該 イ ン フ レ ー タ の 全 周 に 渡 っ て 窪 み が 形 成
さ れ 、
　 前 記 膨 張 ガ ス が 前 記 窪 み の 内 壁 に 直 接 吹 き 付 け ら れ 、 前 記 エ ア バ ッ グ に は 直 接 当 た ら な
い 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の エ ア バ ッ グ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 連 結 部 材 と 前 記 イ ン フ レ ー タ と は 、 一 体 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の エ ア バ ッ グ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 連 結 部 材 と 前 記 イ ン フ レ ー タ と は 、 別 部 材 で 成 形 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
に 記 載 の エ ア バ ッ グ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ガ ス 噴 出 口 か ら 噴 出 さ れ た 膨 張 ガ ス が 前 記 エ ア バ ッ グ に 直 接 当 た ら な い よ う に 、 前
記 イ ン フ レ ー タ 全 周 に 渡 っ て 形 成 さ れ た 周 壁 を 有 す る こ と を 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の エ ア
バ ッ グ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 用 エ ア バ ッ グ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 車 両 の 安 全 性 向 上 の た め に 、 種 々 の エ ア バ ッ グ 装 置 の 研 究 が 盛 ん に 行 わ れ て い る
。 エ ア バ ッ グ 装 置 に は 、 ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル （ ハ ン ド ル ） 中 心 部 に 収 容 さ れ る 運 転 席 用
エ ア バ ッ グ 装 置 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル (以 降 、 単 に 「 イ ン パ ネ 」 と 略 称 す る 。 )内 に 収
容 さ れ る 助 手 席 用 エ ア バ ッ グ 装 置 、 そ の 他 種 々 の タ イ プ が あ る 。 こ の う ち 、 助 手 席 用 エ ア
バ ッ グ 装 置 は 、 折 り 畳 ま れ た エ ア バ ッ グ と 、 こ の エ ア バ ッ グ に 膨 張 用 ガ ス を 供 給 す る イ ン
フ レ ー タ を 容 器 状 の ケ ー ス 内 に 収 容 し 、 こ れ を イ ン パ ネ 内 部 に 設 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ ３ ２ ５ ７ に 開 示 さ れ た エ ア バ ッ グ 装 置 に お い て は 、 エ ア バ ッ グ を ケ
ー ス に 取 付 け る た め の リ テ ー ナ を 利 用 し て 、 筒 形 の イ ン フ レ ー タ を ケ ー ス に 固 定 し て い る
。 こ の 構 成 は 、 リ テ ー ナ の ケ ー ス ヘ の 取 付 け 時 に 、 リ テ ー ナ の 押 え 部 と ケ ー ス の 支 持 部 と
で イ ン フ レ ー タ を 挟 持 す る よ う に し た も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の よ う に ナ ッ ト を 使
用 す る こ と な く 、 イ ン フ レ ー タ を ケ ー ス に 固 定 す る こ と が で き る こ と か ら 、 構 成 部 品 点 数
や 組 立 作 業 工 数 を 低 減 さ せ る こ と が で き 、 装 置 全 体 の 軽 量 化 と コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る と さ
れ て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ ３ ２ ５ ７
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 開 平 ８ － ２ ３ ０ ６ ０ １ に 記 載 さ れ た エ ア バ ッ グ 装 置 に お い て は 、 エ ア バ ッ グ を
収 容 す る ケ ー ス を ２ 分 割 し て 下 ケ ー ス と 、 上 ケ ー ス と に 分 け 、 下 ケ ー ス と 上 ケ ー ス と の 接
続 構 造 部 に 特 殊 な 工 夫 を 凝 ら し て い る 。 具 体 的 に は 、 下 ケ ー ス と 上 ケ ー ス は 各 々 対 向 す る
端 末 部 を 曲 げ 返 し た 形 状 と し 、 一 方 に は Ｕ 字 状 、 他 方 に は 倒 立 Ｕ 字 状 と な る 折 曲 げ 部 を 形
成 し て い る 。 さ ら に 、 エ ア バ ッ グ 開 口 端 末 部 に は 、 抜 け 止 め 用 の 膨 出 部 を 形 成 し て 下 ケ ー
ス と 上 ケ ー ス の 折 曲 げ 部 間 に 挟 み 込 み 、 断 面 が 略 Ｃ 字 状 の 連 結 部 材 を 挿 入 し て Ｕ 字 状 と 倒
立 Ｕ 字 状 を 接 続 し 、 一 体 に 連 結 す る 構 成 と し て い る 。 こ れ に よ り 、 組 立 作 業 を 簡 便 に 行 な
う こ と が で き 、 エ ア バ ッ グ や 下 ケ ー ス に ス リ ッ ト な ど 設 け る 必 要 が 無 い た め 、 エ ア バ ッ グ
の 強 度 向 上 が 図 れ 、 下 ケ ー ス の 変 形 も 防 止 出 来 る と し て い る 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ３ ０ ６ ０ １
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ ３ ２ ５ ７ に 開 示 の 装 置 で は 、 エ ア バ ッ グ 取 付 け 用 の リ テ ー ナ を 利 用
し て 、 イ ン フ レ ー タ を ケ ー ス に 固 定 し て い る 。 こ の リ テ ー ナ を 利 用 す る こ と で イ ン フ レ ー
タ の 固 定 に ナ ッ ト を 不 要 と し て い る が 、 部 品 コ ス ト 低 減 の 効 果 が 充 分 に 大 き い と は 言 い 難
い 。 イ ン フ レ ー タ は 重 量 も 重 く 形 状 も 大 き い た め に 、 こ れ を 挟 持 す る に は 強 度 上 も 配 慮 さ
れ た 構 成 が 必 要 で あ り 、 リ テ ー ナ も そ れ な り の 大 き さ が 必 要 と な る 。 結 果 と し て 、 構 成 部
品 コ ス ト が 低 減 出 来 ず 、 全 体 の 製 造 コ ス ト が 狙 い 通 り に 低 減 さ れ な い 恐 れ が あ る 。 さ ら に
、 エ ア バ ッ グ を 組 付 け る 際 に は 、 ま ず エ ア バ ッ グ 内 部 に リ テ ー ナ を 差 し 入 れ て 組 み 込 む 手
順 が 必 要 で あ り 、 組 立 て に 手 間 取 る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 開 平 ８ － ２ ３ ０ ６ ０ １ に 開 示 の 装 置 で は 、 組 立 作 業 を 簡 便 に す る た め に 下 ケ ー
ス と 上 ケ ー ス の 端 末 部 を 曲 げ 返 し て 各 々 Ｕ 字 状 と 倒 立 Ｕ 字 状 と い う 特 殊 形 状 を 設 け 、 こ れ
ら を 接 続 す る の に 断 面 が 略 Ｃ 字 状 の 特 殊 な 連 結 部 材 を 必 要 と し て い る 。 こ の た め 、 構 成 部
材 の 特 別 な 形 状 加 工 な ど に 予 期 以 上 の コ ス ト を 費 や す 恐 れ が あ り 、 部 品 コ ス ト が 狙 い 通 り
に 低 減 さ れ な い 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 部 品 コ ス ト と 組 立 工 数 の 低
減 を 図 る こ と が 可 能 な エ ア バ ッ グ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 は 、 車 両 内 の 乗 員 を 拘 束 す る
エ ア バ ッ グ 装 置 に お い て 、 膨 張 ・ 展 開 す る こ と に よ っ て 乗 員 を 拘 束 す る 袋 状 の エ ア バ ッ グ
と ； 前 記 エ ア バ ッ グ を 膨 張 さ せ る 膨 張 ガ ス を 発 生 す る 構 造 で あ り 、 円 盤 状 に 成 形 さ れ 、 外
周 側 面 に 複 数 の ガ ス 噴 出 口 を 有 す る イ ン フ レ ー タ と ； 前 記 イ ン フ レ ー タ の 外 周 か ら フ ラ ン
ジ 状 に 延 び る 連 結 部 材 と ； 前 記 エ ア バ ッ グ を 膨 張 展 開 可 能 な 状 態 で 収 容 す る エ ア バ ッ グ ケ
ー ス と を 備 え て い る 。 そ し て 、 前 記 エ ア バ ッ グ ケ ー ス の 開 放 さ れ た 下 縁 部 に は 、 前 記 連 結
部 材 に 対 向 す る 屈 曲 部 が 一 体 成 形 さ れ る 。 ま た 、 前 記 エ ア バ ッ グ の 裾 端 部 が 折 り 曲 げ ら れ
た 状 態 で 、 前 記 連 結 部 材 と 前 記 エ ア バ ッ グ ケ ー ス の 屈 曲 部 と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 固 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の よ う な 本 発 明 に お い て は 、 構 成 部 材 の 配 置 順 番 は 、 一 番 下 側 に イ ン フ レ ー タ 用 の
連 結 部 材 、 そ の 上 に エ ア バ ッ グ の 裾 端 部 、 そ し て 一 番 上 に エ ア バ ッ グ ケ ー ス 端 部 と な り 、
上 下 方 向 に 配 列 さ れ て い る た め 、 組 み 立 て 作 業 は 上 下 方 向 の み で 済 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ガ ス 噴 出 口 は 、 前 記 エ ア バ ッ グ ま で の 距 離 が 所 定 の 範 囲 内 の 位 置 に は
形 成 さ れ な い 構 造 と す る 。 あ る い は 、 前 記 連 結 部 材 の 前 記 イ ン フ レ ー タ 側 に 、 当 該 イ ン フ

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-151128 A 2006.6.15



レ ー タ の 全 周 に 渡 っ て 窪 み を 形 成 し 、 前 記 膨 張 ガ ス が 前 記 窪 み の 内 壁 に 直 接 吹 き 付 け ら れ
、 前 記 エ ア バ ッ グ に は 直 接 当 た ら な い 構 成 と す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 高 温 の 膨
張 ガ ス が 直 接 エ ア バ ッ グ に 吹 き 付 け ら れ る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 連 結 部 材 と 前 記 イ ン フ レ ー タ と は 一 体 成 形 す る こ と に よ り 、 構 造 の 簡 素 化 を 図 る こ
と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 助 手 席 用 エ ア バ ッ グ 装 置 を 例 に と っ て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ６ は 第
１ 実 施 例 に 係 わ り 、 図 ７ 、 図 ８ は 第 ２ 実 施 例 に 係 わ り 、 図 ９ 、 図 １ ０ は 第 ３ 実 施 例 の 他 の
実 施 形 態 に 係 わ る 。 ま た 、 図 １ １ ～ 図 １ ４ は 第 ４ 実 施 例 に 係 わ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ６ を 用 い て 第 １ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 エ ア バ ッ グ 装 置 を 示
す 断 面 図 で あ り 、 図 ２ の Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ た 断 面 に 対 応 し 、 イ ン パ ネ ９ ０ と の 接 続 関 連 状 態
も 表 す 。 本 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 は 、 車 両 内 の 乗 員 を 拘 束 す る エ ア バ ッ グ 装 置 で あ
り 、 膨 張 ・ 展 開 す る こ と に よ っ て 乗 員 を 拘 束 す る 袋 状 の エ ア バ ッ グ １ ０ ０ と ； エ ア バ ッ グ
１ ０ ０ を 膨 張 さ せ る 膨 張 ガ ス を 外 周 側 面 か ら 噴 出 す る ガ ス 噴 出 口 ３ ２ を 複 数 有 す る 円 盤 状
の イ ン フ レ ー タ ３ ０ と ； イ ン フ レ ー タ ３ ０ の 外 周 か ら フ ラ ン ジ 状 に 延 び る 連 結 部 材 ３ ３ と
； エ ア バ ッ グ １ ０ ０ を 膨 張 展 開 可 能 な 状 態 で 収 容 す る エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ と を 備 え て い
る 。 そ し て 、 エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 開 放 さ れ た 下 縁 部 に は 、 連 結 部 材 ３ ３ に 対 向 す る 屈
曲 部 １ ２ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。 ま た 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ の 裾 端 部 １ ２ は 、 連 結 部 材 ３ ３
と エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 屈 曲 部 １ ２ と の 間 に 挟 み 込 ま れ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 図 ２ に お い て 矢 印 Ｗ は 、 車 両 幅 方 向 を 表 す 。 図 １ に 示 す よ う に 、 下 方 に あ る イ ン
フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ と 、 上 方 に あ る エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 折 曲 げ 部 １ ２ と の 間 に 、 エ ア
バ ッ グ １ ０ ０ の 折 返 し 部 １ ０ １ を 挟 み 、 エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ に は 折 り 畳 ま れ た エ ア バ ッ
グ １ ０ ０ が 収 容 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め 上 方 と 斜 め 下 方 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る 。 主
と し て 、 こ れ ら 図 ５ 及 び 図 ６ を 用 い て 、 本 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 構 成 詳 細 に つ い
て 説 明 す る 。 エ ア バ ッ グ 装 置 の 一 番 下 側 に 配 置 さ れ る イ ン フ レ ー タ ３ ０ は 、 外 周 面 に ガ ス
噴 射 孔 ３ ２ を 穿 孔 し た 円 盤 部 ３ １ と 、 該 円 盤 部 ３ １ か ら 略 水 平 方 向 へ 大 き く 張 り 出 し て 、
円 盤 部 ３ １ を 取 り 囲 ん だ イ ン フ レ ー タ ベ ー ス （ 連 結 部 材 ） ３ ３ で 構 成 さ れ る 。 こ の イ ン フ
レ ー タ ベ ー ス ３ ３ は 、 円 盤 部 ３ １ と 一 体 に 形 成 さ れ る か 、 カ ジ メ 加 工 や 溶 接 な ど 適 切 な 加
工 法 に よ り 円 盤 部 ３ １ と 直 接 結 合 し 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ は 、 以 降 に 述 べ る エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 折 曲 げ 部 １ ２ に 適 合
す る 矩 形 の パ ネ ル 状 で あ り 、 中 央 付 近 に 円 盤 部 ３ １ が 設 置 さ れ て い る 。 イ ン フ レ ー タ ベ ー
ス ３ ３ の 上 側 に 締 結 さ れ る エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ は 、 薄 板 鋼 板 を プ レ ス 加 工 し て 作 ら れ 、
上 下 両 方 向 が 開 口 さ れ た 矩 形 の 枠 状 で 側 壁 １ １ を 周 囲 に 巡 ら し 、 こ の 側 壁 １ １ の 下 端 に は
水 平 方 向 外 側 に 拡 が っ た 折 曲 げ 部 １ ２ を 全 辺 に 設 け て い る 。 さ ら に 、 側 壁 １ １ の 上 端 部 に
は 複 数 の 取 付 爪 １ ３ が 設 け て あ り 、 イ ン パ ネ ９ ０ の 開 口 部 を 覆 っ て い る リ ッ ド ８ ０ の 係 上
部 ８ １ (図 １ 参 照 )に 引 っ 掛 け て エ ア バ ッ グ 装 置 と リ ッ ド ８ ０ を 接 続 す る た め に 使 用 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ に お け る 一 方 の 長 辺 側 の 折 曲 げ 部 １ ２ に は 、 ２ 本 の 締 結 ボ ル ト ４
０ が 溶 接 な ど 所 定 の 方 法 に て 植 立 さ れ 下 方 に 突 き 出 し て お り 、 他 方 の 長 辺 側 の 折 曲 げ 部 １
２ に も ２ 本 の 締 結 ボ ル ト ４ ０ が 同 様 に 植 立 さ れ 下 方 に 突 き 出 し て い る 。 合 計 ４ 本 の 前 記 締
結 ボ ル ト ４ ０ に 対 応 し て 、 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ に は エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ と 締 結 す る
た め の ボ ル ト 孔 ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ は 、 周 知 の よ う に 、 合 成 繊 維 織 物 な ど を 用 い て 作 ら れ る 袋 状 の 形 状 (
図 示 省 略 )を し て お り 、 下 端 側 に 位 置 し た 袋 状 の 入 り 口 に 相 当 す る 矩 形 の 開 口 端 １ ０ ２ (図
６ 参 照 )の 周 囲 に は 折 返 し 部 １ ０ １ を 設 け 、 そ の 形 状 は エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ に 設 け た 折
曲 げ 部 １ ２ と 略 適 合 す る よ う に し て い る 。 そ し て 、 折 返 し 部 １ ０ １ に は 、 エ ア バ ッ グ ケ ー
ス １ ０ の 折 曲 げ 部 １ ２ に 植 立 さ れ て い る ４ 本 の 締 結 ボ ル ト ４ ０ に 対 応 し た 位 置 に ボ ル ト 孔
１ ０ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ は 、 略 長 方 形 箱 状 に 成 形 さ れ た エ ア バ ッ
グ ケ ー ス １ ０ の 略 中 央 に 配 置 さ れ 、 ガ ス 噴 出 口 ３ ２ は 、 エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 長 手 方 向
側 の 外 周 面 に の み 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 高 温 の 膨 張 ガ ス が 至 近 距 離 か ら 直 接 エ ア
バ ッ グ １ ０ ０ に 吹 き 付 け ら れ る の を 防 い で い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 第 １ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 組 立 て 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 エ ア バ ッ グ ケ
ー ス １ ０ の 折 曲 げ 部 １ ２ に 植 立 さ れ た 締 結 ボ ル ト ４ ０ を エ ア バ ッ グ １ ０ ０ の 折 返 し 部 １ ０
１ に 設 け た ボ ル ト 孔 １ ０ ３ に 通 し 、 折 返 し 部 １ ０ １ を 折 曲 げ 部 １ ２ の 下 面 と 、 こ れ に 対 向
す る イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ 上 面 と の 間 に 挟 む 。 そ し て 、 締 結 ボ ル ト ４ ０ を イ ン フ レ ー タ
ベ ー ス ３ ３ に 設 け た ボ ル ト 孔 ３ ４ に 通 し 、 イ ン フ レ ー タ ベ 一 ス ３ ３ の 裏 側 か ら ナ ッ ト ４ １
を 締 結 具 と し て 用 い て ４ 箇 所 締 結 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ れ に よ り 、 折 曲 げ 部 １ ２ 下 面 と イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ 上 面 と の 間 に 、 エ ア バ ッ グ １
０ ０ の 折 返 し 部 １ ０ １ が 挟 ま れ て 、 折 曲 げ 部 １ ２ と イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ が 相 互 に 結 合
さ れ 、 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ 上 面 と エ ア バ ッ グ １ ０ ０ の 折 返 し 部 １ ０ １ は 強 固 に 密 着 接
続 さ れ る 。 エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 内 部 空 間 に 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ が 折 り 畳 ま れ て 収 容 さ
れ る (図 １ 、 図 ３ 、 図 ４ 参 照 )。 ま た 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の 円 盤 部 ３ １ に 穿 孔 さ れ て い る ガ
ス 噴 射 孔 ３ ２ も 、 エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 内 部 空 間 に 収 容 さ れ る (図 １ 、 図 ２ 、 図 ４ 参 照 )
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 組 立 て 作 業 は 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ と 一 体 化 さ れ た イ ン フ レ ー タ ベ 一 ス ３ ３ が 一 番 下 に 配
置 さ れ 、 そ の 上 に エ ア バ ッ ク １ ０ ０ の 折 返 し 部 １ ０ １ 、 そ し て 一 番 上 に エ ア バ ッ グ ケ ー ス
１ ０ の 折 曲 げ 部 １ ２ を 積 み 重 ね て 、 相 互 を 締 結 ボ ル ト ４ ０ と ナ ッ ト ４ １ に て 締 結 す る 。 組
立 て 作 業 は 、 す べ て 単 純 な 上 下 方 向 で 行 な え る も の で あ る 。 し か も 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の
取 付 作 業 が 不 要 な た め 、 極 め て 短 手 順 で あ る 。 組 立 て ら れ た エ ア バ ッ グ 装 置 の 外 観 を 図 ３
に 示 す 。 な お 、 図 ２ に お い て は 、 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 図 ３ に 対 し て エ ア バ ッ グ １ ０
０ を 収 容 し て い な い 状 態 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 組 立 て ら れ た エ ア バ ッ グ 装 置 は 、 図 １ の よ う に 、 上 方 の イ ン パ ネ ９ ０ に 設 け ら れ た 開 口
部 を 覆 っ た リ ッ ド ８ ０ か ら 下 方 へ 延 出 形 成 さ れ た 係 上 部 ８ １ に 対 し て 、 エ ア バ ッ グ ケ ー ス
１ ０ に 設 け た 取 付 爪 １ ３ が 引 っ 掛 け ら れ て リ ッ ド ８ ０ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 衝 突 な ど 車 両 の 急 減 速 時 に は 、 折 り 畳 ん だ エ ア バ ッ グ １ ０ ０ 内 部 ヘ イ ン フ レ ー タ ３ ０ の
ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ か ら 高 温 の 膨 張 用 ガ ス が 噴 射 さ れ 供 給 さ れ る 。 こ の 高 温 の 膨 張 用 ガ ス が エ
ア バ ッ グ １ ０ ０ に 直 接 噴 射 さ れ る と エ ア バ ッ グ １ ０ ０ は 合 成 繊 維 織 物 で 出 来 て い る た め に
溶 融 し た り 、 焼 損 し て し ま う 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 説 明 の 第 １ 実 施 例 で は 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ の 配 置 を 規 制 す る こ と
に よ り 、 整 流 板 や 仕 切 り 板 を 用 い な い 構 造 と し て い る 。 す な わ ち 、 エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０
の 側 壁 １ １ と 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の 円 盤 部 ３ １ 外 周 と の 間 隔 が 所 定 の 範 囲 以 内 に は 、 ガ ス
噴 射 孔 ３ ２ を 設 け な い よ う に し て い る 。 具 体 的 に は 、 図 １ に お い て 、 所 定 の Ｌ 寸 法 の 範 囲
内 に は ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ を 設 け な い よ う に す る こ と で 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ に 高 温 の 膨 張 ガ ス
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が 直 接 噴 射 さ れ な い よ う に な り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ が 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 後 述 す る 第 ２ ～ 第 ４ 実 施 例 に お い て は 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ の 配
置 を 規 制 す る こ と な く 、 高 温 の 膨 張 用 ガ ス の 直 接 噴 射 か ら エ ア バ ッ グ １ ０ ０ を 保 護 出 来 る
構 成 の 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 、 図 ７ 、 図 ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 上 述 し た
第 １ 実 施 例 （ 図 １ ～ 図 ６ ） と 同 一 又 は 対 応 す る 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付
し 、 重 複 し た 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 連 結 部 材 （ ３ ３ ） の イ ン フ レ ー タ ３
０ 側 に 、 当 該 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の 全 周 に 渡 っ て 窪 み ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 窪 み
３ ４ の 上 面 が ガ ス 噴 出 口 ３ ２ よ り も 上 側 に 位 置 す る 構 造 を 採 用 し て い る 。 ま た 、 連 結 部 材
（ ３ ３ ） と イ ン フ レ ー タ ３ ０ と は 一 体 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ に お い て 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の 円 盤 部 ３ １ か ら 一 体 形 状 に て 形 成 さ れ る イ ン フ レ ー
タ ベ ー ス ３ ３ に お い て 、 円 盤 部 ３ １ の 周 囲 を 部 分 的 に 下 方 に 窪 ま せ て 、 窪 み 部 ３ ４ を 形 成
す る 。 こ の 窪 み 部 ３ ４ に は 、 窪 み 部 壁 ３ ５ が 円 盤 部 ３ １ を 囲 み 、 す り 鉢 状 に 形 成 さ れ て い
る 。 こ こ で 、 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ の 上 面 Ｆ を 、 噴 射 孔 ３ ２ よ り も 上 方 に 配 置 さ せ る こ
と で 、 高 温 の 膨 張 用 ガ ス は 、 窪 み 部 壁 ３ ５ に 直 接 噴 射 さ れ る よ う に な り 、 エ ア バ ッ グ １ ０
０ に 直 接 噴 射 さ れ る 事 態 が 回 避 さ れ る も の で あ る 。 す な わ ち 、 図 ７ 、 図 ８ に 示 す よ う に 、
膨 張 ガ ス 流 は 窪 み 部 壁 ３ ５ に 当 た っ て か ら 、 上 方 へ 向 か う こ と に な る 。 こ の た め 、 特 別 な
遮 蔽 の 壁 等 が 不 要 と な り 、 ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ の 配 置 を 規 制 す る こ と な く エ ア バ ッ グ １ ０ ０ が
保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 第 ２ 実 施 例 を ア レ ン ジ し た 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 に つ い て 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 参 照
し て 説 明 す る 。 な お 、 上 述 し た 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 例 （ 図 １ ～ 図 ８ ） と 同 一 又 は 対 応 す る 構
成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し 、 重 複 し た 説 明 は 省 略 す る 。 本 実 施 例 に お い て
は 、 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ３ ３ の 代 替 構 造 と し て 、 薄 板 鋼 板 を 使 用 し プ レ ス 加 工 に て 作 成 さ
れ る イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ６ ０ を 使 用 す る 。 そ し て 、 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ６ ０ を イ ン フ レ ー
タ ３ ０ の 円 盤 部 ３ １ の 結 合 部 と 直 接 結 合 さ せ る 。 円 盤 部 ３ １ に は 、 結 合 部 と し て 機 能 す る
外 周 鍔 ３ ８ が 全 周 に 突 設 さ れ て い る 。 薄 板 鋼 板 に て 作 成 さ れ た イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ６ ０ に
は 、 窪 み 部 壁 ６ １ に よ り 第 ２ 実 施 例 と 同 様 の 窪 み 部 ３ ４ を 形 成 さ れ 、 す り 鉢 状 に 成 形 さ れ
て い る 。 こ の 窪 み 部 壁 ６ １ の 下 方 側 に は 、 屈 曲 部 ６ ２ が 設 け ら れ 、 円 盤 部 ３ １ の 外 周 鍔 ３
８ へ 該 屈 曲 部 ６ ２ を 嵌 め 込 み 、 カ シ メ 加 工 等 に て 強 固 に 直 接 結 合 さ れ て い る 。 前 述 の 、 第
２ 実 施 例 と 同 様 に 、 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス ６ ０ の 上 面 Ｆ が 、 噴 射 孔 ３ ２ よ り も 上 方 に 配 置 さ
れ る こ と で 、 高 温 の 膨 張 用 ガ ス は 前 記 窪 み 部 壁 ６ １ に 直 接 噴 射 さ れ る よ う に な り 、 エ ア バ
ッ グ １ ０ ０ に 直 接 噴 射 さ れ る 事 態 が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に つ い て 、 図 １ １ ～ 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 上 述
し た 第 １ ～ 第 ３ 実 施 例 （ 図 １ ～ 図 １ ０ ） と 同 一 又 は 対 応 す る 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の
参 照 符 号 を 付 し 、 重 複 し た 説 明 は 省 略 す る 。 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ は 、 エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め
上 方 と 斜 め 下 方 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ４ に お い て 、 矢 印 Ｗ は 車 両 の 幅 方 向 を 表
す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 エ ア バ ッ グ 装 置 の 一 番 下 側 に 配 置 さ れ る イ ン フ レ ー タ ３ ０ は 、 外 周 面 に ガ ス 噴 射 孔 ３ ２
を 穿 孔 し た 円 盤 部 ３ １ と 、 こ の 円 盤 部 ３ １ か ら 鍔 状 に 張 り 出 し て 円 盤 部 ３ １ を 取 り 囲 む 四
隅 に 固 定 孔 ３ ６ が 設 け ら れ た 固 定 片 ３ ７ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 エ ア バ ッ グ 装 置 の 基 台 部 分 と し て の 役 割 を 担 う ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ は 、 薄 板 鋼 板 を プ レ ス
加 工 し て 作 ら れ る 矩 形 の パ ネ ル 状 で あ り 、 中 央 部 に は イ ン フ レ ー タ ３ ０ の 円 盤 部 ３ １ が 貫
通 出 来 る 開 口 孔 ２ １ を 有 し 、 そ の 周 囲 に は プ レ ス 加 工 を 利 用 し た 絞 り 加 工 に て ボ ト ム ベ ー
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ス ２ ０ か ら 一 体 に 成 形 さ れ た 周 壁 ２ ２ が 設 置 し て あ る 。 こ の 周 壁 ２ ２ の 内 面 と イ ン フ レ ー
タ ３ ０ の 円 盤 部 ３ １ の 外 周 面 と の 間 に は 、 所 定 の 隙 間 (図 １ １ 及 び 図 １ ２ の 、 「 ｄ 」 で 示
す )を 設 け 、 ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ か ら 噴 射 さ れ る 膨 張 ガ ス が 流 通 出 来 る よ う に し て い る 。 周 壁
２ ２ の 車 両 幅 方 向 (矢 印 Ｗ )の 両 側 は 、 部 分 的 に え ぐ ら れ て 高 さ が 低 く な っ た 「 え ぐ り 部 ２
５ 」 が 設 け ら れ て い る 。 周 壁 ２ ２ の 高 さ は 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ が 取 付 け ら れ た 状 態 に お け
る ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ よ り も 、 上 方 に な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 た だ し 、 え ぐ り 部 ２ ５ は ガ
ス 噴 射 孔 ３ ２ よ り も 下 方 に な る よ う 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ は 、 剛 性 を 確 保 す る た め に 全 外 周 の 縁 を 下 方 に 少 量 折 り 曲 げ た 縁 曲 げ
部 ２ ３ を 設 け た 形 状 と す る 。 イ ン フ レ ー タ ３ ０ を 固 定 す る た め の ４ 本 の 固 定 ボ ル ト ５ ０ が
、 開 口 孔 ２ １ の 周 囲 に 溶 接 な ど 所 定 の 方 法 に よ っ て 、 ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ に 植 立 さ れ 下 方 に
突 き 出 し て い る 。 ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ の 上 側 に 締 結 さ れ る エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ は 、 前 述 の
第 １ 実 施 例 と 同 様 の 構 成 で あ り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ も 前 述 の 第 １ の 実 施 例 と 同 様 の 構 成 で
あ る の で 、 詳 細 の 説 明 は 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 第 ４ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 組 立 て 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 イ ン フ レ ー タ
３ ０ は 、 円 盤 部 ３ １ を ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ の 裏 側 か ら 開 口 孔 ２ １ に 臨 ま せ 、 ボ ト ム ベ ー ス ２
０ に 植 立 さ れ た ４ 本 の 固 定 ボ ル ト ５ ０ に 固 定 孔 ３ ６ を 通 し 、 ナ ッ ト ５ １ を 用 い て ボ ト ム ベ
ー ス ２ ０ に 取 付 け る 。 折 曲 げ 部 １ ２ に 植 立 さ れ た 締 結 ボ ル ト ４ ０ を エ ア バ ッ グ １ ０ ０ の 折
返 し 部 １ ０ １ に 設 け た ボ ル ト 孔 １ ０ ３ に 通 し 、 折 返 し 部 １ ０ １ を 折 曲 げ 部 １ ２ 下 面 と 、 こ
れ に 対 向 す る ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ 上 面 と の 間 に 挟 ん で 、 締 結 ボ ル ト ４ ０ を ボ ト ム ベ ー ス ２ ０
に 設 け た ボ ル ト 孔 ２ ４ に 通 す 。 そ し て 、 ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ の 裏 側 か ら ナ ッ ト ４ １ を 用 い て
４ 箇 所 締 結 す る 。 こ れ に よ り 、 折 曲 げ 部 １ ２ 下 面 と ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ 上 面 と の 間 に 、 エ ア
バ ッ グ １ ０ ０ の 折 返 し 部 １ ０ １ が 挟 ま れ 固 着 さ れ 、 ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ 上 面 と エ ア バ ッ グ １
０ ０ の 折 返 し 部 １ ０ １ は 強 固 に 密 着 接 続 さ れ る 。 そ し て エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 内 部 空 間
に は エ ア バ ッ グ １ ０ ０ が 折 り 畳 ま れ て 収 容 さ れ る (図 １ １ 、 図 １ ２ 参 照 )。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 組 立 て 作 業 は 、 一 番 下 に イ ン フ レ ー タ ３ ０ を 取 付 け た ボ ト ム ベ ー ス ２ ０ 、 次 に エ ア バ ッ
グ １ ０ ０ の 折 返 し 部 １ ０ １ 、 そ し て 一 番 上 に エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 折 曲 げ 部 １ ２ を 積 み
重 ね て 相 互 を 締 結 す る こ と で 完 了 し 、 組 立 て 作 業 は す べ て 上 下 方 向 で 行 な え る も の で あ り
、 極 め て 短 手 順 で 済 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ か ら 噴 射 さ れ る 高 温 の 膨 張 用 ガ ス の 直 接 噴 射 か ら エ ア バ ッ グ １ ０ ０ を 防
護 す る 策 と し て 、 一 般 的 に は 別 部 材 で 作 っ た 遮 蔽 を 兼 ね た 整 流 板 や 仕 切 り 板 な ど を 特 別 に
設 置 し て い る が 、 第 ４ 実 施 例 で は こ れ ら 整 流 板 や 仕 切 り 板 の 役 割 を 有 す る 周 壁 ２ ２ を ボ ト
ム ベ ー ス ２ ０ と 一 体 的 に 形 成 し 、 ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ よ り も 上 方 の 位 置 に 前 記 周 壁 ２ ２ を 設 け
る こ と に よ り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ を 防 護 す る よ う に し て い る 。 特 に 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ と
ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ が 近 接 し て い る 場 所 に 周 壁 ２ ２ を 設 置 す る の が 肝 要 で あ り 、 こ の た め に ガ
ス 噴 射 孔 ３ ２ と エ ア バ ッ グ ケ ー ス １ ０ の 側 壁 １ １ と の 間 隔 が 最 も 近 い 場 所 に あ る 周 壁 ２ ２
の 高 さ を 、 ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ よ り も 上 方 の 位 置 に 設 定 し て い る (図 １ １ 、 図 １ ２ 参 照 )。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ に 近 接 し て い な い 車 両 幅 方 向 側 (矢 印 Ｗ )の 周 壁 ２ ２ は 、 部 分 的 に え ぐ
ら れ て 高 さ が ガ ス 噴 射 孔 ３ ２ よ り も 低 い え ぐ り 部 ２ ５ を 配 置 (図 １ １ 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ 参
照 )し 、 膨 張 ガ ス の 噴 射 に 対 し て 周 壁 ２ ２ が 障 害 に な ら な い よ う に 配 慮 さ れ て い る 。 図 １
２ に 示 す よ う に 、 膨 張 ガ ス 流 矢 印 の 如 く 膨 張 ガ ス が 供 給 さ れ 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ の 膨 出 展
開 挙 動 を 満 足 す る こ と が 出 来 る 。 な お 、 イ ン フ レ ー タ ３ ０ の 出 力 を 勘 案 し 、 え ぐ り 部 ２ ５
の 形 状 を 適 切 に 選 ぶ こ と に よ り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ の 膨 出 展 開 速 度 設 定 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 説 明 し た 本 発 明 の 実 施 例 に よ れ ば 、 図 ４ 、 図 ８ 、 図 １ ０ 、 図 １ ２ に 示 す 膨 張 ガ ス 流
矢 印 の 如 く 膨 張 ガ ス が エ ア バ ッ グ １ ０ ０ 内 部 へ 供 給 さ れ 、 衝 突 な ど 車 両 の 急 減 速 時 に は エ

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-151128 A 2006.6.15



ア バ ッ グ １ ０ ０ が 急 激 に 膨 張 す る 。 こ れ に よ り 、 周 知 の よ う に リ ッ ド ８ ０ の 開 裂 溝 ８ ２ が
開 裂 し 、 エ ア バ ッ グ １ ０ ０ が イ ン パ ネ ９ ０ 外 へ 展 開 膨 出 し て 乗 員 を 拘 束 保 護 可 能 と な る 。
以 上 の よ う に 、 本 発 明 は 、 ト ー タ ル コ ス ト ダ ウ ン が 図 れ る エ ア バ ッ グ 装 置 を 得 る 事 が 出 来
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 例 に 何 ら 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 疇 に お い て 変 更 可 能 な も の で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ り 、
図 ２ の Ｉ － Ｉ 線 に 沿 っ た 断 面 に 対 応 し 、 イ ン パ ネ と の 接 続 関 連 状 態 も 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 エ
ア バ ッ グ を 収 納 し て い な い 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 エ
ア バ ッ グ を 収 納 し た 状 態 を 表 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 線
に 沿 っ た 断 面 に 対 応 す る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め 上 方 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め 下 方 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 第 １ 実 施 例
の 図 １ に 対 応 す る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 第 ２ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 第 １ 実 施 例 の 図 ４ に
対 応 す る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 第 １ 実 施
例 の 図 １ に 対 応 す る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 第 ３ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 第 １ 実 施 例 の 図
４ に 対 応 す る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 第 １ 実
施 例 の 図 １ に 対 応 す る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 第 ４ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 の 断 面 図 で あ り 、 第 １ 実 施 例 の 図
４ に 対 応 す る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 第 ４ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め 上 方 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 第 ４ 実 施 例 に 係 る エ ア バ ッ グ 装 置 を 斜 め 下 方 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ ０ 　 　 エ ア バ ッ グ ケ ー ス
１ １ 　 　 側 壁
１ ２ 　 　 折 曲 げ 部
２ ０ 　 　 ボ ト ム ベ ー ス
２ １ 　 　 開 口 孔
２ ２ 　 　 周 壁
３ ０ 　 　 イ ン フ レ ー タ
３ １ 　 　 円 盤 部
３ ２ 　 　 ガ ス 噴 射 孔
３ ３ 　 　 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス
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３ ４ 　 　 窪 み 部
３ ５ 　 　 窪 み 部 壁
３ ８ 　 　 外 周 鍔
４ ０ 　 　 締 結 ボ ル ト
４ １ 　 　 ナ ッ ト
６ ０ 　 　 イ ン フ レ ー タ ベ ー ス
６ １ 　 　 窪 み 部 壁
８ ０ 　 　 リ ッ ド
８ ２ 　 　 開 裂 溝
９ ０ 　 　 イ ン パ ネ
１ ０ ０ 　 　 エ ア バ ッ グ
１ ０ １ 　 　 折 返 し 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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